
臨床腫瘍科 

久田原郁夫 

臨床腫瘍科は、平成 11 年 4 月に新たな科として設立されました。腫瘍内科、腫瘍外科、緩和ケ

ア内科の 3 科の総合科となっています。所属する医師は、現在計 6 名（内レジデント 1 名）で、ス

タッフは緩和ケア内科を除いてすべて兼任で各々の専門領域（呼吸器、消化器、原発不明がん、骨

軟部腫瘍、緩和ケア）を中心に診療をおこなっています。治療の守備範囲は主に化学療法になりま

すが、独立した病床はもっていないため入院で行う場合は各科の病床を使用しています。 

本年度より、はじめてレジデントを採用し、がん薬物療法の専門医育成を目標とした臨床腫瘍科カ

リキュラムの指針に沿って各診療科で診療に従事しています。 

定期的行事として、外来化学療法室運営会議、臨床腫瘍科カンファレンスは毎週火曜日、Cancer 

Board, がん薬物療法委員会は毎月、当科が主体でおこなっています。また、がん診療に関連する様々

なテーマでオンコロジーセミナーを全職員対象に年 4 回講堂で開催しております。これらの行事は

がんの診断、治療に関して総合的かつ横断的に討論し知識を深めるよい機会となっています。 

がんの種類は多彩でその臨床像もさまざまです。また、新規の抗がん剤、分子標的薬が続々と発売

され国内外で多くの臨床試験がおこなわれて治療方法も選択肢が広がってきています。各種の画像

診断、病理診断および遺伝子診断も日々進歩をとげています。このような環境で、診断、治療にお

いて主科のみならず総合的な判断が求められる機会が増えてきています。またがん治療に特化した

看護師、薬剤師が積極的に介入することで患者さんは多くの恩恵を受けています。このように今や、

がん治療はチーム医療が基本となっておりますが、臨床腫瘍科はその司令塔の役目を担っていきた

いと考えています。 
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